（２）史料からみた羽合堰の沿革と紛争
史料からみた紛争　　　さて、前述の「紛爭の経過と概要」によって中北条水利組合との紛爭の大筋は理解できたと思

の内容　　　　　　　うが、これを裏付ける諸史料が幸いにも土地改良区に保存されている。従ってこれらの史料を紛争の経過に併せて記述してみる。なお史料以外の記事は、明治３４年に県の訓令によって提出された「小鴨川に於ける羽合堰沿革調書」を基本にして記述したものである。

羽合堰が文政３年以前（年代不詳）に西郷村上余戸小山ケ鼻附近に堰留されてから、文政３年（１８２０）に当時の藩奉行冨山佐一右衛門によって竹田・小鴨両川を堰留したことは、現在倉吉産業高校グランド附近の堤防ぞいに建立されている冨山堰の碑文によってあきらかである。　（前項各水利組合の沿革羽合堰普通水利組合に掲載）

嘉永３年の水災で　　　この冨山堰が嘉永３年（１８５０）の大洪水で破壞されたため、この修理を藩庁に願出たとこ

小鴨川堰止め不能　　ろ、翌嘉永４年の春藩吏吟味役普請目付奉行が出張して調査した結果、小鴨川が非常に深くなっ
となる　　　　　　　ていて竹田川との高低差がひどく、小鴨川を堰留めるには巨額の費用と難工事になるため、竹田川だけを試みに堰留し、もし用水不足の生じたときは、いつでも堰留してやるとの藩庁からの達しが大庄屋である中原与兵衛をとおして達しがあった。しかし農民は竹田川のみでは用水不足をきたすことは明らかであり、再度検討願うよう中原与兵衛をとおして嘆願している。しかし結局は聞き入れられず、その後農民は用水不足によって旱害に苦しんだが、明治９年の新政府になってようやく小鴨川堰留が実現した。
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浜新田の開田と今　　　一方長瀬村の大地主であった戸崎文之右衛門は、嘉永２年（１８４９）ごろから百姓を招び寄
津堰の築堤　　　　　せて浜新田を開田した。（羽合史前編戸﨑家資料）この新田かんがいをするために今津（淀江町）の田中六郎兵衛を招んで堰をつくり引水したが、数年後の安政５年（１８５８）の洪水によって堰が約２０間破壞されてしまった。こわれた堰はそのまま放置され、浜新田には立堰をつくって
江北・国坂の開田　　ようやく引水していた。それから間もない萬延元年（１８６０）に、江北・国坂の浜を弓原の岩
と今津堰の使用　　　本によって約３０町歩開田された。このため江北・国坂村では、藩吏村瀬弥平に依頼して今津堰を借受け修理の上引水した。（資料４及び今津堰碑文参照）
こうして江北・国坂の新田かんがいは始まったが、時がたつにつれて中北条側は、今津堰は自分達の方へ全面的に使用権が移ったものと解釈をしていた。すなわち萬延元年ごろから明治９年
明治９年の羽合堰　　頃までの１５、６年間は、江北・国坂の新田かんがいをするための今津堰であるように考えられを小鴨川にも堰留　　るようになった。江北・国坂がこうした考えかたでいたときの明治９年に、羽合堰関係者は、嘉中北条の小鴨川堰　　永３年の大洪水以来藩庁の許可が得られないまま２０数年間竹田川から引水していたものを、明撤去の要求　　　　　治９年になってようやく小鴨川を許可をもらって堰留したのである。ところが羽合堰より下流に
ある今津堰は、小鴨川を堰留されたことによって水量が大巾に減少したとして、江北・国坂側から小鴨川の堰取払いを県庁へ出願した。ところが従来の経過をあまりよく知らない県側はこれを
　許可する指令を与えたため、これを知った羽合堰関係者は、總代である松嶋安次郎、尾崎鉄蔵の

２名を上県させて従来の経過を詳しく説明した上許可の取消しを求めた。県側はこうした経過　　があるならば、もう１度係官を派遣して調査するよう取りはからったが、ちょうどその月（明治９年８月）２６日に鳥取県を廃して島根県に合併する通達があったため、こうした事件に係わっ
紛争解決に努力し　　ておれなくなり、従って第９区大区長（河村郡担当）及第１０区大区長（久米郡）にこの問題のた区長の調停も不　　処理を依頼した。両区長（氏名は明らかにされていないが、鳥取県史政治編Ｐ３２によれば河村調に終わる　　　　　郡は尾崎義信・久米郡は河毛清如と思われる）は早速この問題について双方の意見を調整して、　　　　　　　　　　　

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○),盟約書)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),を)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),締結)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),する)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),よう)取はからったが、羽合堰側は従来の慣行を主張して譲らず、結局数年かかった両区長の努力も水泡に帰して、しばらくそのままとなった。
解決しない調停に　　　江北・国坂の関係者は、いつまでもこの問題が解決せず、水は依然として不足する状態に腹を

北条側農民の暴挙　　立て、明治１４年８月２８日江北・国坂の新田関係が羽合堰を破壞する暴挙に出た。羽合堰側はこの暴挙に憤慨して関係者を倉吉警察署に告訴し、元どおりに修繕復旧させその費用も弁償させた。ところが翌１５年６月２９日再び江北・国坂の指導者が人夫を多数引きつれて小鴨川の堰を破壞するという事件が起こった。結果は前回どおり修理弁償という形でおさまったが、こうした暴挙を敢えて再度行った背景を推察すれば、水不足に対する双方の苦しみがいかに深刻であり、また水の確保に対する異常なる執念の程がうかがえる。
明治１９年の旱ば　　　この問題が解決されないままに過ぎた明治１９年には近年まれにみる大かんばつが起きた。従
つと郡関係者の調　　って以前から水不足に困っていた江北・国坂は郡役所（河村・久米・八橋地区担当）に善処方を
停努力　　　　　　　要請したところ、郡長は同年７月１４日永江真澄書記を代理に出張させ、河村郡上井村外１１か村戸長山辺信之、橋津村外１０か村戸長桑原亨、長和田村外１１か村戸長福井善十郎、久米郡江北村外９か村戸長富盛好蔵の４戸長を招んで立合わせ、羽合堰関係者に対して堰を切って水を分与するよう説得した。この要求に難色を示していた羽合堰側も徳義上この要求を受け入れ、同日から５日間に限って分与することにした。しかしこれでも水不足は解消せず、郡役所は尚用水分与を続けるよう懇請したのでその要求にもこたえた。しかしその後においても要請があったため、
郡長の強硬指示に　　羽合堰側はこれ以上の分水に応ずる訳にゆかないと要請を無視した。ところが１９年８月２５日
怒る羽合側農民　　　突然郡長名をもって、従来の慣行に従い、堰を３間３歩常時切り、江北村へ分与するよう山辺戸長を通じて通達した。これを聞いた羽合堰側は、従来からの慣行を破り既得権を侵害する不法行為であるとして郡長の責任をなじった。
郡長の再度調停努　　　当時の梶川郡長はこのままでは到底収拾の見込みがつかないと判断し、関係戸長と羽合堰関係
力　　　　　　　　　惣代を一堂に召集し「このままの状態では江北新開田は水不足のため荒田に変わってしまうので、国家のための損失でもあり、さきに通達した旨の義について盟約を締結してほしい」と重々羽合堰側惣代人に懇請した。しかし各惣代はこれに応ぜず、郡長も困り果て、では明治９年に締結できなかった盟約の内容を案として盟約したらどうかと懇々と説得した。これに対して惣代人はこ
明治３０年盟約書　　れ以上郡長に対して応じない場合の將来のことも考慮した上で同意し、明治２０年３月３０日に
調印と農民感情　　　至って盟約書の調印が行われた。ところがこれを聞いた羽合堰関係農民は激昂し、「このたびの惣代人なるものは、われわれが選挙した惣代人でもなく、用水のことを委任した覚えもない。勝手に惣代人と自称して１００年にわたる歴史をふみにじった盟約を結ぶとは何事であるか、そもそも江北・国坂の新開田は、上流に羽合堰のあることを承知の上拓かれたもので、今更文句をつける筋合がどこにあるのか、速かに盟約書を取消すべきである」と惣代に対する非難の声が盛り上がった。しかし資格はともあれ、一旦調印した盟約を無効とする訳にはいかず、そうしたまま時が流れた。このときの盟約書はあとあとまで影響し問題となった。盟約書の全文は次のとおりである。
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水利組合法による　　　明治２３年水利組合條例が発布されて、羽合堰普通水利組合も同２４年１１月３１日制定され
組合設置と規約案　　たが、この許可をめぐり郡役所とひともめあった。すなわち、羽合堰側ではこの規約をつくるに
の経過　　　　　　　あたって、従来からの江北・国坂との用水路を明確にしておく必要があるとし、その第１条に「本組合は（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),竹田)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),小鴨)）EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),両川)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),を)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),堰留)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○),メ用)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○○○),水引用)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(○),シ)、関係土地ヲ涵養保護スルノ目的ヲ以テ組織シ……」と表現し、あくまで小鴨川堰留を合法化にしたうえ県の認可を受けるよう申請した。これに対して郡長は、明治２０年締結の盟約書に違背する内容であるとして受け付けなかった。だが羽合堰側では、従来からの歴史と慣例を詳しく具申して郡長の認可を求めた。郡長もようやくその内容を理解して結局原案どおり認可を与えた（この認可事項が將来羽合堰側の権利主義の柱となった。）
　　　　　　　　　　　明治２６年１０月、中国、四国、九州一帯は風水害を被り大水災が発生した。このとき羽合堰

明治２６年大洪水　　はまた大被害をこうむり、従来の川馬堰の型では引水することがむずかしくなり、知事の許可を
による破壊と堰の　　受けて石巻堰に型を変えて改築することになり同２８年小鴨・竹田両川の堰留工事を完成した。
改築　　　　　　　　羽合堰では堰を改築したことに伴い、明治２０年の盟約書の取り消しを求めている農民の意志に
羽合側から明治２　　そうべく、中北条水利組合に対し「羽合堰水利組合第１条の認可趣旨及び２７年の堰改築によっ
０年の盟約書を解　　て小鴨川を含めた堰留の県認可を受けた以上、２０年の盟約書は自然消滅したものと考えられた約する旨の通告　　　い。従って今後この盟約書を遵守する義務はない」と次の文書を出している（史料４）
ところが、上の文書が出されたあと、中北条組合からはこれに対して意見や文句はしばらく聞かれなかった。ところが５年を経た同３３年７月５日突然２０年に締結した盟約書により小鴨川の堰取払い要求が中北条水利組合長から出された。羽合堰側はこの問題はすでに片付いているものと考えていたことであったが、さらに念のため中北条組合に対し２０年の盟約は消滅したものであり、そのようなことには応じられない。ただし道義的に一定時間の分水について考慮する旨の回答をしている（史料５）
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一方明治３２年に水災があり、今津堰に大きな被害があった。そこで中北条側は今津堰が長い
今津堰修理にから　　間使用しているうちに中北条に全面的使用権があると判断し、その前提にたって今津堰の修理をむ使用権の県の裁　　県に要請した。ところがそれ以前に長瀬側も浜新田所有者から、今津堰はもともと長瀬側のもの定　　　　　　　　　であり、このたびの修復と使用権の全面的回復を県に願出ていた。県としても両者の主張にそれ

ぞれ言い分があるとして、仲裁案をまとめて川の中央から東側を長瀬分に、西側を中北条分に分
県裁定を不服とす　　割して使用するよう３３年７月４日双方へ指令した。この指令に対して中北条側は、このようなる北条側の行政訴　　措置が実施されれば、長瀬側は羽合堰から引水し、さらに今津堰からも引水するという二重の権訟提起　　　　　　　利を得ることとなり、一方江北・国坂の新開田は陸田に変更しなければならない状態となり、こ
のような片手落ちな指令には従うことはできないとして、県知事を相手どりこの指令の取消しを求める行政訴訟を起こした。この行政裁判は、原告双方から提出されたあらゆる資料にもとづいて爭われた結果、被告である県知事の勝訴となり、今津堰を半分に分割使用することが認められた。判決内容は次のとおりである。
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裁判に負けても尚　　　このような結果から、北条水利組合は裁判の結果には従わざるを得なかったが、しかし水利条
羽合堰の一部取払　　件はなんら好転しないままになっており、その後も県に対して羽合堰の一部取払い方について県
いを訴える北条側　　側に要請していた。しかし小鴨川堰はその後も破損がひどく、引水困難になったばかりか、かえって竹田川の水が逆流するようになったため、羽合堰水利組合は明治３４年４月９日、その修理
明治２４年の羽　　　と浚渫の工事施工願を県に求めていたところ、県側ではこの際中北条と羽合堰水利組合との関係
合堰修理申請に県　　を調整しようとはかり、同年６月１４日羽合堰水利組合管理者に対して、羽合堰水利組合の沿革
側の調停始まる　　　につき詳細調査の上提出するよう次の如き訓令を発した。
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長瀬側はこれを受けていろいろ文献をそろえて調書を作成した。（前記の記事はこの調書の内容を基本にして記述したものである）そうしてこの際中北条との長い間の紛争についても一挙に解決せんものと、当時この問題を中心になって処理していた長瀬村収入役河原静雄は、３４年６月
訓令を受けて以来　　２５日直接郡役所に調書を持参し郡長と談合した。以来河原静雄は郡庁、県庁など奔走して紛爭紛争解決に努力し　　の解決に当たり、翌年７月にかけて交渉に当たったが、そのときの貴重な記録が日誌にして残さた河原静雄　　　　　れている。しかし相当長文のものであり全部掲載する訳にゆかないので、２、３のか所を転記し
　　　　　　　　　　てその労苦を偲んでみよう。
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明治９年以来２０　　　思えば明治９年に今津堰の水不足に端を発した中北条との紛爭は、前記日誌にもあるように、
数年間の紛争解決　　時の東伯郡長内海淡を中心に福井善十郎武中吉蔵を仲介者としてついに和合することができ、実に２０数年をかけた紛爭に終止符を打つこととなった。すなわち今津堰、羽合堰に関する主体的な権利を明確にし、かつ隣村同志の和親を保つための協力体制を明らかにした盟約が明治３５年５月１３日締結された訳である。この締結された盟約書は、当初浜新田地主惣代と中北条普通水利組合の間に結ばれたものであって、その内容は前述の「各水利組合の沿革＝浜新田普通水利組合」の項に掲載してあるので省略する。しかしその後この盟約内容を改定し、盟約書の代表者を浜新田地主惣代を廃して羽合普通水利組合とし、同年月日付の改訂をしている。その改訂理由は、当初の盟約文中第一項において浜新田は羽合堰の余水分与の恩恵を受けるべく明文化されていることにより、浜新田かんがいの実質的責任は羽合堰水利組合に移っていることを考慮して改定されたものであろう。次に掲げた盟約書は改定後のものである。
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